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アーティスト×子ども×学校 ～正解がないから認め合える、いろどり豊かな表現の形～
2021年度
現場レポート

第一線で活躍するアーティストとのワークショップを通じて、子どもたちのもつ身体性や創造性を育みパフォーマンスをつくり上げていくパフォーマンスキッズ・
トーキョー（PKT）。※P9参照　学校編の現場レポートと対談のコラムから一部抜粋してご紹介します。

何度も試行錯誤を重ねたグループでの創作

自分を知ってほしい！という子どもたちの衝動が
受け手にどう伝わるのか調整し続けている
　　　　　　　青木尚哉（振付家・ダンサー）

全てを固定せずに一人ひとりの個性を出していくという所が全てを揃えようとする
今までとは違うなと思いました。一時は『これでいいの？』と思っていたけど、一生
に一度にふさわしい運動会になりました。

いつもやっていることも、少し変えたりするとまた面白いことが見つかったりして楽しかっ
たです。一人ひとり違っていい。違うところがあるからこそ面白いこともあると思えました。

参加した子どもたちの声

アーティストの声　青木尚哉（振付家・ダンサー）
表現っていうのは何も特別なことじゃなくて、普段みんながしていること、例えば
服を選んで着たり、気持ちよい動き方を選んだりすることと同じだと思っています。
大人になると‟意味”に重きを置きがちで、やる前に考え過ぎてしまいますが、子ども
の頃はもっとシンプルに自分が見たり感じたりしたことを素直に伝えようとしてくる。
もっと自分を知ってほしい！という衝動が子どもたちの中にはあると思っていて。
今回の自分の役割としては、全体の動きや構成、テーマを与えた上で、それが受け手
にどう伝わるだろうかという調整をし続けています。
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特定非営利活動法人 芸術家と子どもたち代表　堤 康彦

代表挨拶

運動会で成果発表

実施期間 2021年7月～10月
実施校 墨田区立業平小学校
対象 6年生3クラス86人
日数 11日間（23コマ）
発表の機会 運動会
アーティスト 青木尚哉（振付家・ダンサー）
アシスタント 芝田和（ダンサー）
 木原丹（ダンサー）

芸術家と子どもたちウエブサイトにて公開中！

※コラム記事取材：mazecoze研究所

対談編学校編 
（現場レポート）

　2021年度も引き続きコロナと向き合う1年間にな
りました。ワークショップ現場での感染対策や感染
者・接触者等発生時の対応などは、だんだんと経
験を積み適切な行動をとれるようになってきましたが、
心配なのは子どもたちです。自己を確立し他者と関係を築く
といった人格形成の大事な時期に、このコロナにまつわる様々な行動制限
と社会の雰囲気が、感染症そのものよりも子どもたちに多大な負の影響を
与えています。私たちはこんなときだからこそ子どもたちには、アーティスト
との出会いを通じて、創造と表現と関係づくりの貴重な機会をたくさん
経験してほしい、と考えています。学校の先生や福祉施設職員など、日々
子どものそばにいる人たちには同じような危機感を覚える人も多く、子ども
たちへの熱い思いのもとワークショップの依頼をしてきてくれます。そして、
アーティストたちも様々な制限の中、工夫を凝らし子どもと真剣に向き合い
面白いワークショップを実践してくれています。今後はコロナの出口とその
後を見据えて、回復の過程で寄り添うべき子どもたちのところへ重点的に
行こうと思います。さらに、ウクライナ情勢が日々報じられる中、暴力がどこ
から来るのか、社会に氾濫する暴力が子どもたちへどのような影響を与え
ているか、など考えながら、目の前の子どもたちを見ていきたいと思います。
　2021年度は、計4,655人の子どもたちに、延べ511日間、プロの現代アー
ティストによるワークショップ等を実施しました。コロナ禍でも子どもたちの
創造的な学び・遊びを止めないという思いを共有しながら、多くの関係者
や個人サポーターの皆様がそれぞれの立場で協力・支援していただいた
お陰と深く感謝いたします。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

学校が堅苦しくて、息苦しく生活している子も少なからずいると思うん
です。学校も先生も多様化していかなくちゃいけないけど、学校って
昔ながらのやり方で上手くいっていることが残ってしまうので。そうす
るとその枠組みに当てはまらない子はどうしても苦しくなってしまう。
今回は、子どもたちのいろいろな表現の形を披露する場になりました。
ワークショップを通じて子どもたちが自由に自分の発想が認められ
て、いつもは自信がなさそうにしている子もすごく輝いていました。
この経験が、これから先どこかで生きてくればいいなと思います。

先生の声　岩田 純一（指導教諭）



©松本和幸

「芸術家と子どもたち」は、家庭環境や障害の有無などに関わらずすべての子どもたちにアーティストとの出会いの場を提供し、
創造的活動を通して、自分と他者の良さ、違い、多様性を認め合い、豊かな関係をつくることを目指しています。
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「芸術家と子どもたち」のスタッフは、代表の堤も含めた全員がコーディネーター。
ワークショップが子どもたちや学校・施設、アーティストにとってより豊かな体験となるよう、日々奔走しています。

ワークショップ終了後、アーティストと先生・職員とのふりかえりをします。
内容や子どもたちの様子はどうだったかなどを意見交換して今後につなげます。

準備物や段取りの確認やボランティアスタッフの手配をし、いよいよ当日。
先生や職員には子どもたちがより活き活きと活動できるよう率先して参加したり、
子どもたちへのフォローをしてもらえるように促します。
ワークショップ中はアーティストがスムーズに進行できるようサポートしたり、
ワークショップが子どもたちの内面にどんな影響を与えているのか読み取ります。

アーティストと学校や施設へ出向き、ワークショップの内容を相談します。
普段違う世界で働く両者の間に立ち、信頼関係構築の土台を作ります。

先生や職員からヒアリングした内容を考慮して最適なアーティストを選定します。
日頃からアーティストを発掘することも大切な仕事のひとつ。

ワークショップを行う担当の先生や職員と事前に面談。
どんなことをやりたいか、どんな子どもたちか、
先生や職員ご自身のこの取り組みに対する想いなどを丁寧にヒアリングします。
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ASIASに興味のある都内の公立小中学校・
児童養護施設などから
直接ご連絡をいただき、実施します。

「芸術家と子どもたち」の活動の主軸となるのが
ASIAS（Artistʼs Studio In A School）。
小中学校や児童養護施設など、子どもたちが
日常を過ごす場に表現とコミュニケーションの
プロであるアーティストが訪れます。

各教科、総合、特別活動、
保育活動、自立支援などの

一環として講師を依頼

各教科、総合、特別活動、
保育活動、自立支援などの

一環として講師を依頼
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公立小中学校でのASIAS
～子どもたちの「日常」にアートを届ける～

双方向型のワークショップがもたらすもの
私たちが展開するのは一方向の講義や鑑賞型プログラムではなく、
コミュニケーションやプロセスを重視するワークショップ型授業。
アーティストと子どもたちや、子どもたち同士がたがいに刺激を
受け双方向の関係性を築きながら活動します。ワークショップでは、
子どもたちは音の変化や他者との身体的な触れ合いなど五感を通
じて様々な刺激をインプットし、身体感覚を研ぎ澄ませていきます。
その結果としてアウトプット（表現）が生まれます。子どもたち一人
ひとりによって違う感覚や 表現と向き合うことは、子どもたちが
自分だけの表現に気づいたり、自分とは違う友達の表現を認める
ことにもつながります。

©松本和幸

©金子愛帆

美術館では子ども連れの家族を目にすることもありますが、日常
的にアートに触れる暮らしをしている家庭の割合は低く、子どもが
アートに出会う機会は家庭環境に大きく左右されます。親の興味
関心や経済状態によって、子どもたちの文化的格差が生じている
のが現状です。

「あらゆる子どもたちにアーティストと出会う機会を提供したい」
そんな思いから、子どもたちの日常生活の場である学校の授業へ
アーティストを派遣するASIASが始まりました。
当たり前だと思っていたことや友達とのいつもの関係にアーティスト
が介入すると、少し変化が生じるような体験。こういった大小さまざま
な化学反応が連続的に起こるのがASIASのワークショップです。



7

言葉を使わない身体での
コミュニケーションを楽しんだり、
楽器の音や音楽にのせて思い
っきり全身を動かして、心も身体
も解放したり・・・。
自分や友だちの身体と向き合い
ながらお互いの表現を味わいます。

例①
身体表現

いろいろな楽器に出会い、
身近な物も楽器にしながら音や
リズムを全 身 で 感じて楽しむ
時間。
言葉にならない気持ちをうたに
するなど、音楽を通したコミュニ
ケーションの場をつくります。

例②
音楽

特別支援学級や特別支援学校でのASIAS
アーティストと一緒に特別支援学級や特別支援学校など障害のある子どもたちがいる場所に出向いて活動しています。
担当教員・職員の方と意思疎通を図り、活動方針・方法を共有しながら数日のワークショップを実施する取り組みです。

障害のある子どもたちは、その特性ゆえに、独自の
身体感覚を有していることがあります。細部にこだわる
子どもが繊細で素晴らしい絵を描いたり、聴覚過敏の
子どもが通常聞こえない周波数の音で身体をゆらす
など、その感覚が特異な才能として発揮されることが
あります。
ASIASでは、障害の有無に関わらず彼らがいま何を
感じ取っているのかを丁寧に読み解くことを目指します。

彼らと活動することで他の子どもたちも新しい感覚と
出会い、新しい表現が生まれていきます。「マイノリティ」
として分断され、周囲と馴染めず生きづらさを感じ
がちな障害のある子どもたちですが、彼らの考え方
や行動にふれ、子ども一人ひとりが他者との違いを
認め合い、そこから一緒に何かを生み出す場をつくっ
ていきます。

障害のある子どもが感じる分断を取り払う

アーティストも目を見張る
子どもたちの表現力！
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児童養護施設等2010年度から児童養護施設の子どもたちとの活動を始め、現在では、
障害児入所施設、児童相談所、ファミリーホーム、そして地域の子ども食堂
と連携した取り組みなど、児童福祉に関わる様々な場で活動を展開してい
ます。一つの場所だけで完結せず、施設間で交流し新たな仲間と一緒に作
品をつくって発表するなど、継続的に子どもたちとの時間を過ごしています。

児童福祉とASIAS

©金子愛帆©金子愛帆

児童養護施設で暮らす子どもたちには、施設だけでは抱えきれないほど
様々な課題があります。約7割が虐待を受けた経験があり、その人数は
年々増加※。また、何らかの障害がある入所児童の割合も増加しています。
彼らは一般的な家庭で暮らす子どもたちに比べて大人との関わりが
希薄で自分一人では心の安定を図れず、自己表現できず、SOSを出せな
い場合もあります。私たちは、アートを通じて様々な課題にアプローチ
するべく、経験と実績が豊富なアーティストを派遣し施設と連携しながら
ワークショップを実施しています。
※厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課『社会的養育の推進に向けて』 （令和4年3月） より

児童養護施設での活動

二つの場所をオンラインで
つないでワークショップ



9

©伊藤華織

©松本和幸

「芸術家と子どもたち」が、公益財団法人東京都
歴史文化財団 アーツカウンシル東京と実施して
いるプロジェクトです。ダンスや演劇、音楽など
の分野で活躍するプロの現代アーティストを、
都内の学校・ホール・児童養護施設などに派遣。
10日間程度のワークショップを行い、子どもたち
が主役のオリジナルの舞台作品をつくり上げます。
最終日に発表公演を行い、多くの方々にワーク
ショップの成果を発信しています。

©松本和幸 ©松本和幸

パフォーマンスキッズ・
トーキョー
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子育て中の親子・家族がいっしょに楽しめる
あそびのスペース。「芸術家と子どもたち」が、
豊島区文化デザイン課と一緒に運営しています。
ダ ンス 、音 楽 、演 劇 、絵 本 など 、さまざ まな
ジャンルのアーティストによる、0歳から小学生
くらいまで※の子どもとその家族を対象にした
ワークショップを開催。
小さい お 子さんと一 緒 に、ゆったりアートを
楽しみながら参加者同士で交流できる地域の
交流拠点です。
ぞうしがや こどもステーションのプログラムは
豊島区内の区民ひろばでも出張開催しています。
※子どもの対象年齢はプログラムにより異なります。

所在地 東京都豊島区雑司が谷3-1-7
 千登世橋教育文化センターB1F

アクセス 東京メトロ副都心線「雑司が谷」駅
 2番出口直結
 東京さくらトラム（都電荒川線）
 「鬼子母神前」駅 徒歩2分
 JR山手線「目白」駅 徒歩15分

親子でいっしょに
ホンモノのアートにふれて
あそぼう！
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参加した子どもの人数
総合計

4,655人

実施日数延べ

511日

計6校園（幼稚園3園、小学校2校、中学校1校）　実施日数延べ10日

2021年度活動実績データ

学校21校（小学校15校、中学校4校、特別支援学校2校）　実施日数延べ196日
児童養護施設等3施設　実施日数延べ9日

4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
    2年生 / 2クラス
    4年生 / 2クラス

特別支援学級

2005年度より豊島区教育委員会と協働で区立の幼稚園、小・中学校でASIASを実施しています。

2008年度より公益財団法人東京都歴史文化財団との共同主催事業として都内公立小・中学校（特別支援学級含む）、特別支援学校、児童養護施設等でASIASを実施。
オリジナルの舞台作品を創作し、最終日に成果発表公演を開催します。 ※詳細は15ページに記載

2011年度より文部科学省・文化庁や教育委員会と協働で、都内公立小・中学校（特別支援学級含む）でASIASを実施しています。

計18校（小学校13校、中学校4校、特別支援学校1校）　実施日数延べ96日
※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止－1校 計4日（外数）

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止－計2事業5日（外数）

6年生 / 2クラス
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級

参加児童・生徒数 4,287人（1 1 1校・園・施設）　実施日数延べ 422日
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特別支援学級
特別支援教室

5年生 / 2クラス
5年生 / 1クラス
6年生 / 1クラス
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級

7～9年生
知的障害教育部門

高等部3年生

6年生 / 3クラス

計8校（小学校6校、義務教育学校1校、特別支援学校1校）　実施日数延べ12日

2000年度より当事務局へ直接お申込みいただいた主に公立小・中学校で、企業・財団・個人などの支援を受けてASIASを実施しています。

2007年度より横浜市芸術文化教育プラットフォームと協働で、横浜市立の小学校でASIASを実施しています。
小学校1校　実施日数3日

③文化庁「文化芸術による子供育成総合事業－コミュニケーション能力向上事業－」

特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級

6年生 / 4クラス
特別支援学級
特別支援学級
特別支援教室
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級
特別支援学級

肢体不自由教育部門
小学部6年生
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オリンピック・パラリンピック教育推進支援事業

1～6年生 / 各1クラス  
1年生 / 5クラス
3年生 / 5クラス
6年生 / 2クラス
6年生 / 3クラス
5年生 / 4クラス
1年生 / 2クラス
2年生 / 2クラス

高等部3年生

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止－1校 計1日（外数）計6校（小学校6校）　実施日数延べ8日

2020年度より東京都オリンピック・パラリンピック教育コーディネート事務局を通じて、都内公立小学校、特別支援学校でASIASを実施しています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止 （アーティスト：石坂亥士　日数：1）

4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 1クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 1クラス
4・5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 1クラス
3・5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 1クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス

計20園（公立保育園9園、私立・公設民営保育園11園）　実施日数延べ20日

2007～2019年度は豊島区文化商工部文化デザイン課と協働、2020年度からは豊島区子ども家庭部保育課と協働で、豊島区内の保育園などでASIASを実施しています。
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2008～2012年度は港区地域振興課と協働、2013年度、2016年度からは公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団と協働で、港区内の保育園・幼稚園などでASIASを実施しています。

公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団「ふれあいアート事業」

公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団「アーティスト派遣事業」9

10 計10施設・箇所　実施日数延べ48日

2013年度より児童養護施設、障害児入所施設、子ども食堂等で、国・企業・財団・個人などの支援を受けてASIASを実施しています。

2021年度より公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団と協働で、港区内の児童相談所でASIASを実施しています。

児童相談所1施設　実施日数3日

幼児～高校2年生

    5歳児 / 1クラス
    5歳児 / 1クラス

3・4・5歳児 / 1クラス    
    5歳児 / 1クラス
    5歳児 / 1クラス
4・5歳児 / 2クラス

3・4・5歳児 / 3クラス    
    4歳児 / 2クラス
    5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 2クラス
    5歳児 / 1クラス
4・5歳児 / 2クラス
4・5歳児 / 4クラス
    5歳児 / 1クラス
    5歳児 / 1クラス

小学1～5年生
小学1年生～高校3年生

中学1年生
小学2年生～中学1年生
小学3年生～中学1年生
年中～中学3年生、21歳
小学3年生～高校3年生

年中、小学1～5年生、施設退所者
小学1年生～高校3年生、施設退所者
※病院利用者対象の動画作成事業

計17園（公立保育園・保育室3園、公立認定こども園1園、公立幼稚園5園、
私立保育園6園、私立幼稚園2園）　実施日数延べ17日
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5年生 / 1クラス
6年生 / 3クラス
4年生 / 2クラス
6年生 / 3クラス
4年生 / 2クラス
特別支援学級

6年生 / 2クラス
2年生 / 1クラス
6年生 / 2クラス
特別支援学級
特別支援学級

6年生 / 2クラス
特別支援学級

2年生 / 1クラス
特別支援学級

1年生 / 4クラス
特別支援学級
小学部2年生
小学部3年生
小学部3年生

2年生 / 1クラス
特別支援学級
小学4～5年生
小学2～6年生
小学3～6年生

小学3～中学3年生
小学3～中学3年生
小学5～高校3年生

小学2～4年生
年中～高校3年生

学校21校（小学校15校、中学校4校、特別支援学校2校）　実施日数延べ196日
ホール5ホール　実施日数延べ48日
児童養護施設等3施設　実施日数延べ9日

  

参加・出演した子どもの数 977人　発表公演鑑賞者数 3,036人　実施日数延べ 253日  

観覧者数（人）

パフォーマンスキッズ・トーキョー (PKT)
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計3日間　2プログラム　参加した親子19組　54人（大人26人・子ども28人）

ぞうしがや こどもステーション 開催

参加した親子 241組　574人（大人289人・子ども285人）　実施日数 38日  

開催期間 令和3年4月18日（日）～令和4年3月26日（土）
開催場所 ぞうしがや こどもステーション、区民ひろば
対　　象 0歳から小学生くらいまでの子どもとその家族（子どもの対象年齢はプログラムにより異なる）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う中止－音あそび、えんげき、絵本作家、ダンス各1日（外数）

としまアート夏まつり

ぞうしがや  こどもステーション

その他

区民ひろば 開催
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2021年度 2020年度 2019年度

2021年度会計報告
（単位：円） （単位：円）

※ 財務諸表の作成は、NPO法人会計基準によっています。
 （2010年7月20日策定、2017年12月12日最終改正 NPO法人会計基準協議会）
※ 有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。
※ 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2021年度 2020年度 2019年度
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2021年度支援団体一覧 役員一覧

沿革

ASIAS

パフォーマンスキッズ・トーキョー（PKT)

ぞうしがや こどもステーション

その他事業・団体支援など

※個別事業ごとの協賛・助成などを含む

協賛
助成

協働

花王ハートポケット倶楽部／花王株式会社
積水ハウス株式会社／積水ハウスマッチングプログラムの会
中央労働金庫
公益財団法人日本フィランソロピック財団
BNPパリバ財団
公益財団法人ベネッセこども基金
特定非営利活動法人まちぽっと
文化庁 参事官(芸術文化担当)付学校芸術教育室
文化庁 地域文化創生本部
東京都オリンピック・パラリンピック教育コーディネート事務局
豊島区教育委員会
豊島区子ども家庭部保育課
公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団
横浜市芸術文化教育プラットフォーム

共同主催
助成・協力

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京
東京都

理事長
副理事長

監事
アドバイザー

1999年度
2000年度
2001年度
2003年度
2004年度

2008年度

2010年度
2017年度

2018年度
2019年度

任意団体「APA芸術振興協会」の名称で活動開始
初めてのASIAS授業実施
「特定非営利活動法人　芸術家と子どもたち」設立
「第1回アサヒビール芸術賞」受賞
拠点を旧豊島区立朝日中学校に移転
「にしすがも創造舎」をオープン
特別支援学級でのASIASを本格的に開始
「パフォーマンスキッズ・トーキョー」事業開始
児童養護施設のASIASを開始
拠点を旧豊島区立真和中学校に移転
「ぞうしがや こどもステーション」オープン
「第12回よみうり子育て応援団大賞」奨励賞受賞
「第13回未来を強くする子育てプロジェクト（子育て支援活動の表彰部門）」
スミセイ未来賞受賞

堤 康彦
市村 作知雄（NPO法人月面脱兎社理事）
河村 めぐみ（アサヒビール株式会社 関東信越統括本部 
 営業企画部 担当副部長）
熊倉 敬聡（芸術文化観光専門職大学 教授）
柄田 明美（国立音楽大学附属図書館主任司書）
坪井 香保里（馬事ディレクター）
野村 誠（作曲家）
藤川 大祐（千葉大学教育学部 教授）
宮浦 宜子（堺アーツカウンシル プログラム・オフィサー）
若林 朋子（プロジェクト・コーディネーター / プランナー）
橋爪 優子（有限会社 空間創造研究所 研究員）
糸井 登（学校法人立命館小学校 教諭）
岩井 成昭（美術家 / イミグレーション・ミュージアム・東京 主宰）
海老沢 穣（一般社団法人SOZO. Perspective 代表理事）
大西 瞳（株式会社マインドスケープ チーフプロデューサー）
竹丸 草子（プロジェクトコーディネーター）
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表紙・裏表紙写真撮影 ： 松本和幸
※無断転載 ・ 複製を禁ず

私たちはプロのアーティストと子どもたちの

出会いの場をつくる活動をしています。

この出会いを必要としているたくさんの子どもたちに

私たちの活動を届けるために、

みなさんの助けが必要です。

ご支援のご協力をお願いいたします。

ご支援のお願い

特定非営利活動法人 芸術家と子どもたち
〒171-0031　東京都豊島区目白5-24-12　旧真和中学校4階
TEL 03-5906-5705
FAX 03-5906-5706
URL https://www.children-art.net
mail mail@children-art.net

月々1,000円～のご支援により、事業
の継続的な運営を支えてください。
ご 寄 付 の 頻 度 は 、「 毎 月 」また は

「3か月ごと」からお選びいただけます。

「未来を支える」サポーターになる　継続寄付

ご都合のよい時に、ご都合のよい金額（1,000円～）でのご寄付
も受け付けております。

「今、役に立つ」今回の寄付　単発寄付

ご寄付はウェブサイトより承ります。
ご寄付をいただいた皆様へは、年に1回、
活動報告書をお届けします。

サポーターのお申込み

芸術家と子どもたちウェブサイト
https://www.children-art.net


